






























































































































組んだ。しかし、 年生の生徒は 人 台の 環境がないため、お互いの動きを見る、
教え合うといった同時双方向の取り組みができず、 人での学習であった。
まとめ
今回の 学年の実践は、タブレットの状況によって差異があった。 年生は双方向型を、
その他の学年ではそれを意識しながら今できることを模索する実践であった。本校では双
方向性を、チャットやその他アプリを使って実現していた。 を介してコミュニケーショ
ンすることで、誰もが公平に発言でき、公平な参加機会や評価が与えられる。すると、通常
の授業では見逃されがちな、運動の苦手な生徒、発言の苦手な生徒たちも参加できる。この
ような長所は、教室における対面授業のなかでも活用できるであろう。
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